
2025 年度ふるさと創生ＮＰＯ連携促進事業



①外国人技能実習生対象のアンケート実施
②外国人技能実習生および留学生の交流拠点づくり
③外国人技能実習生向け視察および研修の実施
④外国人技能実習生による休耕地の有効活用

事業の背景と概要

神崎地域では、50 年以上にわたり、地域住民を中心とした自立的な
相互扶助の地域社会が築かれてきました。しかし、近年は外国人技能実習
生の受け入れが進み、地域の多様性が増しています。
私たちはこれまでに以下のような活動を実施してきました。
　・年間約50 回の日本語教室の開催
　・技能実習生による海岸清掃活動の受け入れ
　・地域住民との共同イベントの開催
これらの取り組みを通じて、地域住民の多くが「外国人技能実習生や留
学生が日本で豊かで安心して暮らし、共に地域の繁栄を目指していける社
会」を願うようになりました。

背景

事業の概要



南日本造船協力事業協同組合
大分大学経済学部三好禎之（よしゆき）ゼミ
株式会社　旭商

連携した団体

アンケートで協力いただいた団体
　中津市外国人総合相談センター
　竹田市外国人相談窓口サポートセンター
　宇佐市外国人総合相談センター

進捗会議の様子 中津市外国人総合相談センターでの打ち合わせ



①外国人技能実習生対象のアンケート実施

南日本造船協力事業協同組合
大分大学経済学部三好禎之ゼミ

　中津市外国人総合相談センター
　竹田市外国人相談窓口サポートセンター
　宇佐市外国人総合相談センター

技能実習生が安心して暮らすために何を望んでいるのか、また日々抱え
る悩みを正確に把握するため、大分県内に在住する技能実習生を対象に
アンケートを実施します。

ねらい

連携団体



①外国人技能実習生対象のアンケート実施
スマホでのアンケート

264名分回収

●日本語
●やさしい日本語
●英語
●インドネシア語
　　４種を用意



①外国人技能実習生対象のアンケート実施
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①外国人技能実習生対象のアンケート実施

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

家族との連絡

公共サービスの利用

移動手段

災害時の避難方法

病気になった時の対応

日常生活での困りごとについて該当するものを教えてください

0 20 40 60 80 100 120

その他

災害時のサポート

メンターやコミュニティネットワークを提供

移動のサポート

各種手続きのサポート

地域行事や社会活動への参加をサポート

どのような生活サポートがあればよいですか

speaking japanese
language barrier
conversation
expensive rice/tax deduction
food is expensive



①外国人技能実習生対象のアンケート実施
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①外国人技能実習生対象のアンケート実施

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

同じ国の出身者の役に立ちたい

日本人の役に立ちたい

自国の文化や言葉を日本人に教えたい

同じ国の出身者と仲良くなりたい

日本人の友達を作りたい

日本の文化や習慣を知りたい

日本での生活を楽しみたい

あなたが今後したいと思うことは何ですか

大分県
40%

母国に帰りた
い

29%

大分県以外の県
27%

日本以外の国
4%

あなたはこれからどこに住みたいですか

大分県実施のアンケート



①外国人技能実習生対象のアンケート実施

0 20 40 60 80 100 120

その他

社会保険（年金、健康保険）に加入させてもらえない

毎月の給料の変動が大きい

雇用形態が不安定である

危険な仕事が多い

残業代が支払われない

給料が契約と違う

採用、配属、昇進面で日本人と比べて不利に扱われている

企業からの本人及び家族への生活面のサポートが限られている

働く環境が快適ではない

職場での人間関係がうまくいかない

業務の内容が単純である・つまらない

スキルアップのための研修・支援が限られている

労働時間が長い

職場での日本語やマナーが分からない

休みが取りにくい

給料が低い

特にない

仕事の困りごとはなんですか



①外国人技能実習生対象のアンケート実施

日本語能力試験（JLTP）の有資格者



①外国人技能実習生対象のアンケート実施

アンケートは単独で資料にまとめる予定



②外国人技能実習生および留学生の交流拠点づくり

彼らが気軽に立ち寄り、憩える居場所（交流拠点）をつくり、地域住
民との交流機会や、彼らと共に楽しめる場を創出します。

ねらい

連携団体

株式会社　旭商
南日本造船協力事業協同組合



②外国人技能実習生および留学生の交流拠点づくり

ラフマン（インドネシア人）による設計

プンドポ
（上流階級の社交場）



②外国人技能実習生および留学生の交流拠点づくり

日本人住民と
外国人技能実習生との協働作業



②外国人技能実習生および留学生の交流拠点づくり

連携団体の「株式会社　旭商」様
が生コンを無償提供

生コン打設作業



②外国人技能実習生および留学生の交流拠点づくり

３月７日現在

外国人とのイベントステージ
技能実習生達の憩いの場
春の大祭の御旅所



②外国人技能実習生および留学生の交流拠点づくり

技能実習生の地域イベ
ントへの参加

中古PA（音響装置）を購入
し、各種イベントで利用



③外国人技能実習生向け視察および研修の実施

彼らに日本の伝統文化を紹介するために、視察ツアーと講演会を開催し
ます。相互理解をより深めることができ、日本人にとっても新しい発見が
あると思います。彼らが日本文化の伝道師になることを願います。

南日本造船協力事業協同組合

ねらい

連携団体

月３回実施している日本語教室



③外国人技能実習生向け視察および研修の実施

２月２２日　くじゅう森林公園スキー場へ

　毎月３回実施している日本語教室の
参加者を中心に、にぎやかなメンバー
が集まり、国籍を越えた交流のひとと
きとなりました。
　初めてスキーを体験する方も多く、
普段あまり目にすることのない雪の上
で、歓声を上げながら楽しそうに滑る
姿がとても印象的でした。



③外国人技能実習生向け視察および研修の実施
３月７日に意見交換会を実施
NPOマックネットシステムの甲斐しのぶ様と、大分NPOデザインセンターの山下様をお招きし、多文化共生
社会実現の意見交換会を開催しました。フィリピン技能実習生、インドネシア技能実習生、地区住民、NPO
スタッフ３０名が集まり、活発に意見交換が行われました。

甲斐様を自然海浜公園、キッズカフェ「コ
チドリ」、フィリピン技能実習生の耕作地
にご案内しました。

相澤からの活動報告の後、甲斐様より別府での活動や、こ
うざき視察のご感想などのお話をいただきました。
その後、山下様から総評をいただきました。
また、フィリピン人技能実習生による料理の提供もあり、会
場は大いに盛り上がりました。



④外国人技能実習生による休耕地の有効活用

外国人技能実習生からの希望があり、既に彼らによる休耕地の耕作を始
めています。今後は農機具などを充実して、より多くの休耕地活用につな
げ、コミュニティ農園として再興を図り、より地域住民とのコミュニケー
ションを深化させていきたいと思っています。

南日本造船協力事業協同組合

ねらい

連携団体



④外国人技能実習生による休耕地の有効活用

彼らが最初に手がけた
耕作地

２０２５年　５００㎡を８名で耕作開始
タマネギ　2,000本
ニンニク　1,000本
キャベツ、ブロッコリー、エンドウなど



④外国人技能実習生による休耕地の有効活用

今回の補助金で購入した
耕運機（中古）と草刈り機

ありがとうございました！



④外国人技能実習生による休耕地の有効活用

新たな耕作地（約７００㎡）での作業 ジャガイモ植付け用の畝づくり

子供食堂「コチドリ」に参加する
地元小学生とフィリピン技能実習生とで
ジャガイモの植付

フィリピン技能実習生が
事前に準備



④外国人技能実習生による休耕地の有効活用

新たな耕作地での作業
約７００㎡

フィリピン技能実習生
＋４名



まとめ

・アンケートで明らかになった課題については、優先順位に基づいて、関
係機関と協力しながら解決していきます。

・交流拠点は住民のボランティアを中心に維持を継続します。
 故国を離れた青年たちの居場所、交流、憩いの場として活用していきます。

・休耕地での耕作は技能実習生と地域住民が共に楽しめるものとし、農作
物の販売や、収穫の祝い事などを行いながら継続します。

今回の事業で「地域の絆」をより深め、多文化共生社会実現のステップと
することができました。
今後も、外国人も含めて互いに支え合う地域作りを進めていきます。
また、地域内のみならず団体間の連携が、やりたいことの実現を
とてもスムーズにすることが再確認できました。今後は連携を強く意識
し、進捗や課題を相互に共有しながら進めることができると思います。

事業の継続

まとめ


